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ver. 1.1 

マニュアル② 

Slack 会場 利用方法ガイド（聴講・閲覧者用）  

 

 事前準備                                              備 

1. ポスター会場(ワークスペース)への参加方法について   

参加登録時に記入いただいたメールアドレス宛に、Slack のワークスペース 【Pi.14th-Online】 (ポスター会場) 

への招待メールをお送りいたします。そのメールに記載の URL をクリックしワークスペース (ポスター会場) に参加

いただきましたら、以下の手順に従い、設定等を行ってください。なお Slack にはブラウザ版とアプリ版があり、画

面構成が違いますが基本性能は同じですのでどちらでもご利用いただけます。 

動作環境は https://slack.com/intl/ja-jp/help/articles/115002037526 をご参照ください。  

※発表者より許可された場合を除き、Slack 会場よりダウンロードしたファイルは会期後に全て削除して下さい。  

  

2. 氏名と所属の登録 （Slack 会場にアクセス可能になったら速やかに行ってください）  

2-1. 表示名を変更する(必須) 

ページ右上のアイコンをクリックし、【プロフィールを編集】から「表示名」を以下の例に従って変更してください。 

例) 杉川幸太(広島大院工) または Kota Sugikawa(Hiroshima Univ.) 

※ 氏名と所属をご登録いただけない場合は、セキュリティの観点から強制的に Slack 会場より退出いただく場合

がございます。ご了承ください。  

   

2-2. 顔写真を登録する(任意/推奨) 

差し支えなければ顔写真の登録にご協力ください。【プロフィールを編集】からご登録いただけます。 

 

3. サイドバーの設定 （Slack 会場のチャンネルを検索しやすくするため、実行をお願いします）  

サイドバー上方に表示されている 【第 14 回有機π電子系シンポジウム】 をクリックし、メニューから「環境設定」

を選んでください  

ここをクリック→ 
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環境設定画面の「サイドバー」タグをクリックし、「全未読」「全ての DM」「チャンネルブラウザ」「メンバーディレクト

リ」にチェックを入れ、「並び替える…」の箇所は必ず「アルファベット順」にしてください。（画面はブラウザ版です。

アプリ版では見え方が若干異なりますが、必ず「アルファベット順」をアクティブにしてください。）  

 

  

 

 事前準備は以上です。ご協力、ありがとうございます。以下の項目も目を通していただき、必要に応じ

て投稿の練習などを行ってください。 

 

 便利な機能                                             備 

4. チャンネル検索（プログラムの「目次」のような使い方ができます）  

サイドバーの「チャンネル」の横の「＋」をクリックし、「チャンネル一覧」を選ぶとプログラム検索に便利です。  

 

 

5. 検索・メンション機能について（Slack 会場にアクセス可能になったらいつでも作業開始可能です）  

◆ 画面上部の検索ウインドウから、講演番号、氏名、所属、キーワードなど、さまざまな検索が可能です。  
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◆ チャンネル上で、事務局や特定の誰かにメッセージを読んでほしい場合は「メンション」機能を使うと便利で

す。半角のアットマーク「@」を入力すると、メンション先の候補が出てきますので、そこから選んでください。相

手の氏名の一部でも入力すると、選択先が限定されていきます。  

 
 

  

 当日の動き                                             備 

 

6. ポスター発表の聴講手順（討論そのものは 1/8(金) 10:20 以降に行ってください）  

6-1. 聴講したいポスターのチャンネルに参加する 

▼画面左側の「チャンネル検索」か画面上部の検索ウインドウから、聴講したいポスター番号を検索してください。  

  

画面左側の「チャンネル」の右の「＋」をクリックし、「チャンネル一覧」を表示させても検索できます。  
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▼検索したポスター(チャンネル)に移動して、「参加」ボタンをクリックし、ポスターチャンネルに参加してください。  

 

 

6-2. 発表資料を見る 

登録されているポスターデータ(発表資料)をクリックすると、資料を見ることができます。文字化けやレイアウトず

れが起きている場合や、文字が小さくて見にくい場合などは、ダウンロードして閲覧してください。ただし、発表者

より許可された場合を除き、ファイルは会期後に全て削除して下さい (厳守)。  

 

6-3. 質疑応答 

▼質問コメント、討論等をしたい場合は、チャンネル内でスレッド投稿してください。 

※ 質問は、「スレッド」にて行ってください。下図の赤丸の囲みで示したアイコンが、スレッドを始めるボタンになり

ます。なお、質問したことを相手に気付いてもらうため、「メンション」の利用をお願いいたします。 (「5. 検索・メン

ション機能について」参照) 

 

※ スレッド内での議論は自由に行ってください。ただし、「以下にも投稿する：#_（チャンネル名）」のチェックボック

スにはチェックをしないでください。  
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6-4. 音声通話で討論する 

音声通話で討論したい場合はその旨をスレッド投稿し、発表者から承諾を得た後に、発表者のアイコンをクリ

ックし「通話開始」を押してください。通話での討論は５分以内を心がけてください。 
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 口頭発表者への質問                                         備 

Slack 会場では、口頭発表者にも個別チャンネルを準備してあります。口頭発表時間中に質問ができなかった

などの理由で口頭発表者に質問がしたい場合は該当するチャンネルに投稿してください。 

▼画面左側の「チャンネル検索」から「oral」と入力していただき、ご希望の発表者を見つけ、チャンネルに「参加」

してください。   
▼該当する講演者のチャンネルにメッセージする形で、質問やコメントを投稿してください。 

▼口頭発表をいただいた先生方は、可能でしたら質問にご回答ください。 

※ 必ずしも口頭発表者から返答があるとは限りませんが、シンポジウム終了後に事務局が取りまとめて、全ての質

問を口頭発表者にお伝えします。 

 

 事務局への問い合わせ                                        備 

会期前のお問い合わせは可能ですが、お返事にお時間をいただく場合がございます。 

・Slack 会場に関するお問い合わせは、「#1_事務局への問い合わせ」チャンネルか、「メンバーディレクトリ」から

「事務局」を選び、ダイレクトメッセージにてお願いいたします。  

・メールでのお問い合わせは、実行委員（org.pi.symposium.14th.online@gmail.com）までご連絡下さい。  

  

※Slack 会場は、討論会終了後約 1 週間（1 月 14 日頃）まで、閲覧 ・討論できる状態にしておく予定です。  

 以上  
 


